
基本特性データ

※1 取扱説明直列・冗長運転欄を参照ください。
※ フライバック方式はリンギングチョーク方式ともいいます。
※ フライバック方式の発振周波数は、入力・負荷条件で変化します。

型名 回路方式 
基板／パターン面 

材質 片面 両面 

直列・冗長運転 

直列 冗長 
発振周波数 
（kHz） 

入力電流 
（mA） 

突入電流 
防止回路 

ZS1R5 自励フライバック 350～1300 下表参照 なし ガラスエポキシ 　 ○ ○ ※1

ZS3 自励フライバック 250～1400 下表参照 なし ガラスエポキシ ○ 　 ○ ※1

ZS6 自励フライバック 200～1500 下表参照 なし ガラスエポキシ ○ 　 ○ ※1

ZS10 シングルフォワード 250～400 下表参照 なし ガラスエポキシ 　 ○ ○ ※1

ZW1R5 自励フライバック 350～1300 下表参照 なし ガラスエポキシ 　 ○ ○ ※1

ZW3 自励フライバック 250～1400 下表参照 なし ガラスエポキシ ○ 　 ○ ※1

ZW6 自励フライバック 200～1500 下表参照 なし ガラスエポキシ ○ 　 ○ ※1

ZW10 シングルフォワード 250～400 下表参照 なし ガラスエポキシ 　 ○ ○ ※1

入力電流　(参考値：5V出力)

入力電流　(参考値：±12V出力)

単位：mA

単位：mA

■ 

出力容量 5V入力 12V入力 24V入力 48V入力 

1.5W 420 156 85 38

3W 880 310 151 77

6W 1530 570 290 144

10W 2260 1065 535 264

出力容量 5V入力 12V入力 24V入力 48V入力 

1.5W 490 172 92 45

3W 905 350 162 94

6W 1720 685 340 172

10W 2370 1135 560 280

定格入力・定格負荷時の入力電流を以下に示します。 

オンボードタイプ
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ZS1R5

G-89

入力電流（ZS1R52405） 
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G-90

ZS3

入力電流（ZS32405） 
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● 静的負荷変動（ZS32405） 

0

出
 力
 電
 圧
〔
V
〕
 

入力電圧DC20V
入力電圧DC30V5.02

5.00

4.98

4.96

出 力 電 流〔A〕 

0.40.2 0.6

● 

シーケンス（ZS32405） 

2ms/DIV

DCIN 20V　Io＝100％ 

DC Output

DC Input

● 効率（ZS32405） 

0
16 20 24 28 32 36

負荷率 50%

負荷率100%

60

56

64

68

72

76

80

効
　
　
率
〔
%
〕
 

入 力 電 圧〔V〕 

● 

負荷特性（ZS32405） 

1

2

3

4

5

6

0 0.2 0.4 0.6 0.8

出
 力
 電
 圧
（
V
）
 

出 力 電 流 （A） 

● 静特性（ZS32405)

リ
ッ
プ
ル
〔
m
V
p-
p〕
 

0

出
 力
 電
 圧
〔
V
〕
 

出力電圧 

Io＝100％ 

リップル 

入 力 電 圧〔V〕 

6

5

4

3

2

1

10 20 30

30

20

10

● 

Z

March 25, 2008



ZS6

G-91

入力電流（ZS62405） 
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G-92

ZS10

入力電流（ZS102405） 
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ZW1R5

G-93

入力電流（ZW1R50512） 

0

入 力 電 圧〔V〕 

入
 力
 電
 流
〔
A
〕
 

（＋） 
（－） Io＝100％ 

2 4 6

0.6

0.2

0.4

0.8

● 静的負荷変動（ZW1R50512） 

0

出
 力
 電
 圧
〔
V
〕
 

0.02 0.04 0.06 0.08

入力電圧DC4.5V
入力電圧DC6.0V

（－）Io＝100％ 

12.08

12.04

12.00

11.96

11.92

11.88

出 力 電 流（＋）Io〔A〕 

● 

シーケンス（ZW1R50512：＋12V） 

DC Output

DCIN 4.5V（＋） （－） Io＝100％ 

5ms/DIV

DC Input

● 効率（ZW1R50512） 

0

効
　
　
率
〔
％
〕
 

入 力 電 圧〔V〕 

負荷率 50％ 
負荷率100％ 

42

3 4 5 6 7 8

62

58

54

50

46

● 

負荷特性（ZW1R50512） 

0

出
 力
 電
 圧
〔
V
〕
 

12

10

8

6

4

2

0.05 0.10 0.15

（－）Io＝100％ 

出 力 電 流（＋）Io〔A〕 

● 静特性（ZW1R50512） 

10

30

20

リ
ッ
プ
ル
〔
m
V
p-
p〕
 

0

出
 力
 電
 圧
〔
V
〕
 

出力電圧 

リップル 

12

10

8

6

4

2

（＋）Io＝100％ 
（－）Io＝100％ 

入 力 電 圧〔V〕 

1 2 3 4 5 6

● 

Z

March 25, 2008



G-94

ZW3

入力電流（ZW30512） 
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G-95

入力電流（ZW60512） 
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ZW10

入力電流（ZW100512） 
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G-137
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G-138

 オンボードタイプ 取扱説明 

1 端子配列 

2 機能説明 

3 入出力端子への配線 
●シングル出力 

⑥ 

⑤ 

③ 

② 

① 

⑥ 

⑤ 

④ 

③ 

② 

① 

IN

出力電圧のGND出力（デュアル出力だけ） 

なる。 
が固定出来るので、輻射ノイズが小さく 
入力電源の－に接続すると、ケース電位 

負荷 

端  子  名 

ケース接続端子 

出力電圧の－出力 －VOUT

COMOUT

出力電圧の＋出力 ＋VOUT

入力電源の－側を接続 －VIN

入力電源の＋側を接続 ＋VIN

機　　能 項番 

入力 

ケース接続端子 

＋V

－V

＋V

－V

OUT

●ケース接続端子

Zシリーズにはケース接続端子があります。この端子を入力の－Vに

接続することにより、本体からの輻射ノイズを低減できます。

●デュアル（±）出力 

⑥ 

⑤ 

④ 

③ 

② 

① 

IN 負荷 
負荷 

負荷 
COM

－V

＋V

－V

＋V

ケース接続端子 

入力 

■過電流動作

■フノ字特性の場合

過電流保護回路（定格電流の105％以上で動作）を内蔵しており、

20秒未満の短絡・過電流に対して保護します。短絡・過電流状

態を解除すれば、自動的に復帰します。

過電流保護特性がフノ字特性（図2.1）をもつ機種は、ランプ、

モーターなどの非線形負荷や定電流負荷を接続されますと、起

動時に出力電圧が立上がらないことがありますので、ご注意く

ださい。

2.1 過電流保護 

図2.1 フノ字特性 

　　A点で立上がりが停止することがあります。 

注）ランプ、モーター、定電流負荷などの場合、 

：負荷側特性（ランプ、モーター、定電流負荷など） 

：電源負荷特性 

A

出
　
力
　
電
　
圧
 
〔
V
〕
 

V

負　荷　率 〔％〕 

100

2.2 絶縁耐圧・絶縁抵抗 

■受入検査などで耐圧試験を行うときは電圧を徐々に上げてくだ

さい。また、遮断するときもダイヤルを使用し、電圧を徐々に

下げてください。

特に、タイマー付き耐圧試験機は、タイマー動作時に印加電圧

の数倍の電圧が発生することがありますので避けてください。

■Zシリーズは入力フィルタを内蔵しておりますが、入力端子の直

近にコンデンサCiを追加することによりπ型フィルタを構成す

るため、コンバータから発生する入力帰還ノイズを減少するこ

とができます。

Zシリーズは、高周波スイッチングを行っているので、高周波特

性の良いコンデンサをご使用ください。

■入力ラインにLを含むフィルタを追加される場合や入力電源から

DC-DCコンバータまでのラインが長い場合は、入力帰還ノイズが

大きくなるだけでなく、入力投入時に入力電圧の数倍の電圧が

印加されたり、コンバータの出力が不安定になることがありま

すので、 iを接続してください。入力端子にC

図3.1 入力端コンデンサの接続方法 

Ci IN

L

－V

＋V

入力 

■入力端子にCiを接続することで、入力側にサージなどの異常電

圧が発生した場合に、サージ電圧軽減効果があります。

Ciは入力端子の直近に接続すると効果的ですが、寿命とのバラ

ンスを考慮する必要があります。

(a)

(b)

ダイオード 
ショットキー 

ヒューズ 

入力 IN

＋V

－V

の電力損失となります。 
ショットキーダイオードは入力電流×順電圧 

入力 

ショットキーダイオード 

IN

＋V

－V

■入力端子に極性逆の電圧が加わると故障いたします。

極性逆の電圧が加わる可能性がある場合は、以下のような保護

用の回路を外付けしてください。

表3.1 入力端子外付けコンデンサ容量：Ci［μF］ 

4747221048

100100473324

2202201004712

4704702201005

ZW10ZW6ZW3ZW1R5入力電圧（V） 

ZS10ZS6ZS3ZS1R5機　種 
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図3.2 出力端コンデンサの接続方法 

CoIN 負荷 OUT

－V

＋V

－V

＋V

入力 

■出力リップル電圧をさらに低減する場合は、以下のように出力

端子にコンデンサCoを接続してください。

F］ 表3.2 出力端子外付けコンデンサ容量：Co［ 

10010010010015

10010010010012

2202202201005

ZW10ZW6ZW3ZW1R5出力電圧（V） 

ZS10ZS6ZS3ZS1R5機　種 

図3.4 コモンモードノイズ低減回路 

図3.3 負荷端のコンデンサ接続 

IN

IN

■Zシリーズは高周波スイッチングを行っているため、若干コモン

モードノイズが発生します。さらに低減したい場合は、以下の

ようにIN－V、OUT－V間にコンデンサを接続してください。

入力 

ケース接続端子 1000PF

＋V

－V

＋V

－V

OUT

負荷 入力 

＋V

－V

＋V

－V

OUT

■出力端から負荷までの距離が長く、負荷側にノイズが発生する

場合は、以下のように負荷端にコンデンサを接続してください。

μ 

4 直列・冗長運転 

電源 
＋ 

－ 

－ 

＋ 
電源 

（b） 

図4.1 直列運転例 

（a） 

■以下の配線をすることによって、直列運転が可能です。ただし、出力

電流は直列接続している電源のいずれか小さい方の定格電流以下と

し、電源内部に定格以上の電流が流れ込まないようにしてください。

図4.2 冗長運転例 

■以下の配線をすることによって、冗長運転が可能です。 

I2

I1

－ 

＋ 
電源 

電源 
＋ 

－ 

5 実装・取付方法 

■複数の電源を並べて使用する場合は、各電源の周囲温度がディ

レーティング表に示す温度範囲を越えないよう、電源相互の間隔

を開けるなどして、充分な通風が得られるようにしてください。

■DC出力ラインのパターンが本電源装置の下を通るように配置す

ると出力ノイズが大きくなる場合があるため、パターンを本電

源から離すように配置してください。

5.1 取付方法 

図5.1 パターン配線 

－ 

＋ 

IN OUT

＋ 

－ 

ZS（W）10以外 

－10

〔％〕 

100

80

60

40

20

0

周　囲　温　度〔℃〕 

706050403020100

■出力電流のディレーティングを行うことによって、広範囲な周

囲温度環境下でご使用いただけます。

5.2 ディレーティング 

ZS（W）10

－10

〔％〕 

100

80

60

40

20

0

周　囲　温　度〔℃〕 

706050403020100

－ 

＋ 
電源 

D1

D2

Z

5V以下

－ 

＋ 
電源 

電源 
＋ 

－ 
D2

D4

12V以上

を使用してください。 を使用してください。 
D1,D2：ショットキーバリアダイオードD1～D4 オード：ショットキーバリアダイ

D1

D3

電源 
＋ 

－ 
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33

33

26

27

32

29

32

29

29

33

25

24

28

25

30

24

25

22

21

25

21

22

29

25

19

17

19

17

14

16

16

12

12

15

18

17

16

17

18

48V

24V

20±15V

±12V

15V

12V

5V

±15V

±12V

15V

12V

5V

表5.1 ケース表面温度上昇データ（Zシリーズ） （単位：deg） 

34242012±15V

36211813±12V

2822211415V

3423221312V

342418145V

12V

44322920±15V

39342720±12V

4028282215V

4330272112V

372825205V

5V

10W6W3W1.5W出力電圧 入力電圧 

■参考データとして、負荷率100％の時ケース表面温度上昇を以下

に示します。

6 入力電源 

7 洗浄 

Ip

図6.1 入力電流特性（ZS10、ZW10以外） 

入
　
力
　
電
　
流
（
A
）
 

入　力　電　圧（V） 

仕様入力電圧範囲 

■入力に非安定化電源を使用する場合は、その変動範囲、リップ

ル電圧が仕様の入力電圧範囲をこえないよう、確認の上ご使用

ください。

Ip

図6.2 入力電流特性（ZS10、ZW10） 

入
　
力
　
電
　
流
（
A
）
 

入　力　電　圧（V） 

仕様入力電圧範囲 

■入力電源にはDC-DCコンバータ立上げ時の電流（Ip）を考慮した、

充分余裕のある電源を設定してください。

■洗浄剤：パインアルファST－100S

クリンスルー750H

イソプロピルアルコール（IPA）

アサヒクリーンAK－225AES

■時　間：浸漬、超音波、蒸気洗浄の合計が2分以内。ただし、超

音波洗浄の場合は、超音波が15W／ 以下のこと。

洗浄から乾燥までのあいだ（洗浄剤が銘板のインク内

に染み込んでいる状態）、銘板表示部に圧力をかけな

いこと。

■洗浄後は、乾燥を充分に行ってください。

 

8 はんだ付け条件 

■ディップはんだ　　：260℃　15秒以下。

■はんだゴテ（26W） ：450℃　 5秒以下。  

9 入出力ピン 

■電源の入・出力ピンに必要以上のストレスを加えると内部接続

を断線させることがあります。右図に示すような応力は、水平

方向で9.8N（1kgf）以下、垂直方向で19.6N（2kgf）以下にして

ください。

■入・出力ピンは内部でプリント基板にはんだ付けしています。

リードを強く曲げたり、強く引っ張らないでください。

■振動・衝撃などで、入出力ピンにストレスが加わる可能性がある

場合は電源本体を基板に固定（シリコンゴムや固定金具等で）す

るなどして、入出力ピンへのストレスを軽減してください。

図9.1 ピンに加わる応力 

19.6N（2kgf）以下 

9.8N（1kgf）
以下 

19.6N（2kgf）以下 

9.8N（1kgf）
以下 

9.8N（1kgf）
以下 

Z
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IN Vo

Io

COM

コンデンサ 
外付け電解 

負　荷 
パルス 

図10.1 パルス負荷接続図 

C

＋V

－V

＋V

－V

■パルス負荷にコンバータを使用する場合、出力側に電解コンデ

ンサを外付けし、パルス電流を供給する方法があります。
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△Vo

     変動幅 

△Vo:出力電圧の 

電流波形 

パルス負荷 Is :定常電流 

Iop:ピーク時の電流 

出力電圧波形 

0

0

Iop

Is

T

t

（Iop－Iav）×t

△Vo
C＝ 必要な電解コンデンサCは、次式で与えられます。 

（Iop－Is）×t

T
Iav＝Is＋ ■出力の平均電流Iavは、次式で表され、 

11

■5V出力電源からリニヤICを動作させる。 

リニヤIC

ICTTL

電源 
安定化 
直流 

AC
0

＋5V

0

＋12V

－15V

0

＋15V

IN

－V

＋V

－V

＋V

IN

－V

＋V

－V

COM

＋V

■非安定化電源を使用する場合 

IN

－V

＋V

－V

COM

＋V

－15V

0

＋15V

COM

■バッテリー駆動の機器を使用する場合 

－15V

＋15V

0

－V－V

＋V

IN

＋V

■出力回路にフローティング機能を要する場合 

－V－V

OUT

フローティング 
GNDレベルに対し 

負　荷 

＋V

IN

＋V

■極性反転出力を取り出したい場合 

－12V

例）ZS30512

－V－V

5V

OUT

＋V

IN

＋V

例）ZS30505

－5V－V－V

5V

OUT

＋V

IN

＋V

・出力電流はコンバータの定格出力電流と同じ

・出力電圧変動は、入力電圧の変動とコンバータ出力電圧の変

動との和になります。

■入力電圧＋出力電圧を取り出す場合 

例）ZS30505

＋10V＋V

0－V－V

5V

OUT

＋V

IN

COM

例）ZW30512

＋12V

－12V

0

－V－V

＋V

IN

＋V

　・2出力タイプは通常次のように使用します。 

■2出力タイプの使用例 

ピーク電流（パルス負荷） 

DC-DCコンバータの使用例 

Z

March 25, 2008



G-142

 オンボードタイプ 取扱説明 

5V

■48V出力を得たい場合 

例）ZW1R50512

例）ZW1R50512

0

＋48

COM

－V－V

＋V

IN

＋V

COM

－V－V

＋V

IN

＋V

・このような使い方もできます。 

※OVラインに＋12V、＋24V両出力の加算したものが流れますので、

この値がコンバータの定格出力電流をこえないようにしてくだ

さい。

・単一出力の24Vとして使用できます。 

例）ZW30512

＋12V

0

＋24

COM

－V－V

＋V

IN

＋V

例）ZW30512

0

＋24

COM

－V－V

＋V

IN

＋V

Z
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